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創作童話の祖として知られるデンマー
クの作家ハンス・クリスチャン・アンデ
ルセン（1805～1875）。彼の童話は約160
言語に翻訳され、時代も国境も超えて世
界中の人々に読み継がれています。世界
各国の画家たちがアンデルセンの童話を
絵にしようと取り組み、日本でも明治期
に紹介されて以来、多くの画家たちが絵
を描いてきました。

いわさきちひろは、日本でも有数のア
ンデルセンの描き手です。アンデルセン
の世界に魅せられ、登場人物や異国の情
景に工夫を凝らして描いたその作品群
は、現存するものだけでも約850点を数
え、子どもを描いた絵とはまた異なる画
業の一端を形づくっています。

本展では、初期から晩年までのちひろ
のアンデルセンに関連する作品を紹介す
るほか、国内外の絵本画家たちが描いた
作品の数々も展示します。
ちひろのアンデルセン

ちひろが最初にアンデルセンの童話を
手がけたのは、第二次世界大戦終結から
まだ間もない1947年、「お母さんの話」
の紙芝居でした。前年に疎開先の信州か
ら東京に戻り、新聞記者として働きなが
らカットなどを描いていたちひろにとっ
て、この仕事は画家として自立する大き
なきっかけとなりました。

図 1 　 いわさきちひろ　死神を追いかける母親
　　　紙芝居『お母さんの話』習作　1947年

ちひろは紙芝居や童話集、絵本、油彩
画などに、毎年のようにアンデルセンの
童話を描いています。156編の彼の童話
のなかで、わかっているだけでも34編に
絵を描いており、「マッチ売りの少女」

（ 8 回）「親指姫」（ 7 回）「人魚姫」「赤い
靴」（各 6 回）など、繰り返し描いてい
る童話もあります。ちひろはアンデルセ
ンへの思いを次のように語っています。

「『マッチ売りの少女』とか、いろいろなお
ひめさま、また魔女たちに、わたしは、そ
れぞれのイメージをつくり、それをすこ
しずつ発展させながら、なんかいかいた
ことだろう。なんかいかいても、なお工夫
するたのしさを、わたしはいまだに失な
わないでいる。百年もの年代の差をこえ

て、わたしの心に、かわらないうつくしさ
をなげかけてくれるアンデルセン――。
むかしふうの文章なのだけれど、その中に
いまの社会につうじる、同じ庶民の悲しさ
をうたいあげているこの作家に、わたし
は、ずいぶん学ぶことが多い。（1964年）」＊ 1

図 2 　 マッチをともす少女
　　　『マッチうりの少女』（偕成社）より　1964年

ちひろが愛したアンデルセンの作品
に、33編の連作短編集「絵のない絵本」
があります。月が夜ごと屋根裏部屋に住
む絵描きの青年のもとを訪れて語ったと
する「人の世の悲しみや真実」が書かれ
たこの物語を、ちひろはいつか絵本にし
たいと望みました。

まだ海外旅行の珍しかった1966年 3 月
下旬から 1 か月あまり、47歳のちひろは

「絵のない絵本」の取材のために、母を伴
ってヨーロッパをめぐる画家たちのツア
ーに参加します。この旅の途中、ちひろは
仲間たちと別れて母と二人、アンデルセ
ンの生まれ故郷であるデンマークのオー
デンセを訪れました。アンデルセン博物
館の一隅には、最貧街にあったという彼
の生家が残され、周囲の街並みも保存さ
れています。「なにからなにまで見なけれ
ば描けないなんてことはないけれど、じ
かにこの目で見、ふれることのできる感
動がどんなにわたくしを力強く仕事に立
ち向かっていけるようにするかというこ
とをかみしめていました。（1967年）」＊ 2

と、後にちひろはこの旅を振り返ってい
ます。帰国後に、“若い人の絵本”という新
たな企画で描かれた『絵のない絵本』や、
アンデルセンの自伝を絵本にした『わた
しの少年のころ　アンデルセンものがた

り』などには、
物語の奥にある
アンデルセンの
人生や、その感
性を育んだ土地
を知ったからこ
そ表現できるリ
アリティが感じ
られます。
世界の絵本画家たちのアンデルセン

ちひろ美術館コレクションのなかに
は、ちひろ以外にも、国内外の絵本画家
たちが多種多様な解釈と表現で描いたア
ンデルセン童話の絵が含まれています。

初山滋は、大正期からアンデルセンの
童話の絵を手がけ、日本におけるアンデ
ルセンのイメージを作り上げてきた画家
のひとりです。子どものころに着物の模
様画工房で奉公し、日本の装飾美を体得
していた初山は、アンデルセン童話の幻
想性を、抽象的な線や形象を用いて、繊
細、華麗に描き出しました。特に『にん
ぎょひめ』にみる海底の世界は秀逸です。

図 5 　初山滋　『にんぎょひめ』より　1967年

チェコのアーティスト、パツォウスカ
ーは『すずの兵隊』を限定版のリトグラ
フの絵本として制作しました。絵本を視
覚芸術のひとつと考える彼女の作品は、
アンデルセン童話から得たインスピレー
ションをもとに、新たな造形を生み出し
ています。

図 6 　 クヴィエタ・パツォウスカー（チェコ）
『すずの兵隊』より　1985年

貧しい靴職人の子として生まれ、苦難
や挫折を味わいながらも、強い向上心と
持ち前の無邪気さで、どこまでも希望を
もって人生を切り開き、世界的な作家と
なったアンデルセン。今も多くの画家た
ちの心をとらえてやまない、アンデルセ
ンの世界をご覧ください。 （上島史子）

開館40周年記念Ⅰ　日本・デンマーク国交樹立150周年
ちひろと世界の絵本画家コレクション　わたしのアンデルセン
●2017年3月1日（水）～5月14日（日）

●展示室1～3

主催：ちひろ美術館
後援：デンマーク大使館

図 4 　玉座で死んだ少年　『絵の
ない絵本』（童心社）より　1966年

図 3 　オーデンセ　アンデルセンの生家　1966年 3 月30日

＊ 1 「童画とわたし」「なかよしだより」（講談社）より
＊ 2 「アンデルセンの故郷オーデンセ」「ロマンツアー音楽世界めぐり 1 ＝北欧」（千趣会）より
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●展示室4

デンマークの国民的画家　オルセン
2017年の日本・デンマーク国交樹立

150周年を記念して、デンマークを代表
する画家イブ・スパング・オルセンの展
覧会を開催します。オルセンの展覧会
は、ちひろ美術館開館15周年（1992年）
の「オルセンの描いたアンデルセン展」
以来25年ぶりであり、まとまった数の原
画をデンマークから借用して日本で展示
するのは初めてのことです。

イブ・スパング・オルセン（1989年頃）
Photo ⓒ Tamotsu Hozumi

オルセンの故郷デンマークのコペンハ
ーゲンでは、2015年11月から2016年 1 月
まで「イブ・スパング・オルセン　手の
仕事、魂の仕事」展が開催され、2012年
に亡くなった彼の仕事の全容を原画や資
料から垣間見ることができました。オル
センは、生涯で600冊近い本に絵を描
き、デンマークでは、誰もがオルセンの
絵を使った本でＡＢＣを学んでいるとい
われるほど身近な存在です。また、本の
装丁やアニメーション、ポスターの分野
で幅広い活躍をし、グラフィックデザイ
ナーとしても知られています。本展で
は、デンマークで展示されたもののなか
から、絵本関連作品を中心に、12冊の絵本
のための原画や資料などを紹介します。

1921年に 3 人兄弟の末っ子として、コ
ペンハーゲンのオステルブロ地区に生ま
れたオルセンは、王立美術大学でグラフ
ィックアートを学び、教職に就きまし
た。21歳で新聞のための挿絵を描き始
め、23歳で、最初の本のイラストレーシ
ョンを描きます。以後さまざまな分野
で、あらゆる年齢層のために描き続けた
オルセンについて、「オルセンが、この
70年の間に果たしたデンマーク文化への
貢献はあまりにも大きいため、当たり前

に思われ、見逃がしてしまいがちだ。」
と、デンマークの詩人ソーレン・ウルリ
ク・トムセンは語っています。
オルセンとアンデルセン

デンマークといえば、アンデルセンの
名前がまず挙げられますが、国際アンデ
ルセン賞画家賞をデンマーク人として初
めて受賞したのが、オルセンでした。
1972年に51歳で受賞した彼は、「アンデ
ルセンの世界は、わたしにとっては宇宙
と思えるほどに深く、広大な場所です。
そこでは、人間の心の森羅万象が描か
れ、ときには未来を予知しながらゆるが
ぬ真実が語られているのです。（中略）
わたしはこれまで何度もアンデルセンの
作品に立ち戻りながら歩いてきました。
そしてその度に新たなものを発見して驚
き、勇気づけられてきました。」＊ 1 と語
っています。

オルセンの描くアンデルセン童話やア
ンデルセン自伝は、決して華やかで色鮮
やかな絵ではなく、独特の、震えるよう
な線で描かれた人物の輪郭や影が人の心
のひだまで表現しているようで、心をざ
わつかせます。

図 2 　『アンデルセンの童話』（福音館書店）より　1992年

さまざまな技法
この作品（図 2 ）では、 1 枚のフィル

ムに黒い線の部分のみが描かれ、もう 1
枚のフィルムには彩色がほどこされ、そ
れら 2 枚を重ねて 1 枚の絵としていま
す。オルセンの90年代までの本にも見ら
れる、ヘリオグラフィー＊ 2 という技法
には、彼のグラフィックアーティストと
してのこだわりがうかがえます。このた
め、絵本や本のイラストレーションにお
いては、色よりも線の画家であることが
感じられます。

多くの絵本原画には彩色がされていな
かったり、カラーセパレーション（描き
分け版）で本を制作していたりするため

に、ペンや鉛筆で描かれたモノクロの原
画が多く、一見すると地味に見えます
が、重なる線の表現には奥行きがあり、
画家の筆致が伝わってきます。
創作絵本の魅力

オルセンの作品の魅力はアンデルセン
に留まりません。文章も絵も両方手掛け
た30冊あまりの創作絵本には、オルセン
の詩情やユーモア、そして読者である子
どもへの深い理解や愛情が感じられま
す。10年間の教師の経験や、40歳を過ぎ
父親となったことなどが、彼の絵本づく
りにも反映されています。

図 3 　『はしれちいさいきかんしゃ』（福音館書店）より　1963年

『はしれちいさいきかんしゃ』の主人公
の機関車は小さいために遠くへ行かせて
もらえず、隣の町へ行くのを夢みていま
す。突然走り出し、一心不乱に進むよう
すは、あたかもやんちゃな男の子のよう
です。顔が描かれていなくても、煙突か
らはきだされる煙や、車体の下から吹き
出す蒸気などによって、元気な性格を想
像させるところは、オルセンの画力と言
葉の力なのでしょう。

『かぜ』は、身近な風がどこから吹い
てくるのかを、お姉さんのマチルドと弟
のマーチンふたりが、外を歩きながら探
していくお話です。自然のなかで風に逆
らったり押されたりしながら歩く子ども
たちの姿はシンプルにみえますが、さま
ざまな身体の動きが自在に描かれていま
す。オルセンの本領は、このように気取
らない、日常的な人やものを描くときに
発揮されるようです。その魅力は時代も
国境も超え、届いてきます。 （松方路子）

開館40周年記念Ⅰ　日本・デンマーク国交樹立150周年
デンマークの心　イブ・スパング・オルセンの絵本
●2017年3月1日（水）～5月14日（日）

主催： ちひろ美術館、メディアリンクス・ジャパン
後援： デンマーク大使館、こどもの本ＷＡＶＥ、絵本学会、（公社）

全国学校図書館協議会、（一社）日本国際児童図書評議会、
日本児童図書出版協会、（公社）日本図書館協会、杉並区
教育委員会、中野区、西東京市教育委員会、練馬区

協賛：瞬報社写真印刷株式会社

図 1 　『オステルブロからきた男の子』より　1980年 図 4 　『かぜ』表紙（亜紀書房）　2016年

＊ 1 『アンデルセンの童話 3 』（福音館書店）より　　＊ 2 リトグラフの原則を用いたオフセット印刷の一種。画家が加工したプラスチックフィルムに描いたものが、印刷面に直接写される。
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赤羽末吉の三男の妻である赤羽茂乃さ
んの講演を一部ご紹介します。
「今日は、義

ち

父
ち

・赤羽末吉が旧満州（現
・中国東北部）でどのように暮らし、そ
れがその後の絵本にどのようにつながっ
ていったかをお話ししたいと思います。

義父は、13歳で養子に出され、養父と
折り合いが悪かったため、家出同然の暮
らしをしていました。中学卒業後、日本
画の師匠に弟子入りしたり、芝居に夢中
になったりしましたが、1932年、22歳の
ときに、大恐慌の最中の日本から満州に
発つことになりました。小説家か舞台装
置家か画家になりたい、という夢だけを
携えて渡満した義父は、その後15年間を
満州で暮らすことになりました。渡満後、
大連に嫁いでいた姉の紹介で住み込みで
運送会社で働き始め、－30℃の真冬の凍
った道を慣れない自転車で荷を運び、友
だちもなく鬱々とした日々を過ごしてい
ました。ある日、本屋で初山滋が表紙を
描いた『コドモノクニ』を見かけ、昔ど
こかでその絵を見たような、心に灯が灯
ったような感じがして、一旦やめていた
絵をまた描いてみよう、と思いたち、そ
れからは、休みの日に中国の子どもたち
のスケッチなどするようになりました。

ひょんなことから、義父は緻密さと器
用さを買われ、満州電信電話株式会社と
いう半官半民の大会社に引き抜かれまし
た。森繁久彌や檀一雄などの文化人とも
交流を深め、生き生きとした日々を送
り、それが画家としての成長の糧にもな

ったようです。当
時満州で一番権威
のあった“満州国
美術展覧会”で 3
年連続で特選賞を
とり、日本画家と
しても認められる
よ う に な り ま し
た。賞を取ると会
社の宣伝にもなるので、制作期間中は休
みがもらえ、自由に絵を描くことができ
ました。仕事は広報担当で、取材旅行に
も出られるようになり、大陸の自然や文
化にふれ、中国に強く惹かれていきまし
た。特に“異常色彩の夢の秘境”と義父
が呼んだ熱

ねっ

河
か

（現・ 承
しょう

徳
とく

）や、草原の
広がる内モンゴルでは、大陸の広大さと
悠久を知り、いつか大作が描きたい、と
思うようになったのです。戦後、日本へ
の引き揚げのとき、禁止されていたにも
かかわらず、それらの写真やスケッチを
命がけで持ち帰りました。51歳でデビュ
ー作『かさじぞう』を出版した後、編集
者に次は何が描きたいかと聞かれ、迷わ
ず“モンゴルが描きたい、あの広大な大
地を日本の子どもたちに見せたい”とい
って生まれたのが、その写真をもとに描
きあげた『スーホの白い馬』です。

義父は、彩色を施した革製の人形を使
って炎の前で演ずる影絵芝居や、個性あ
ふれる郷土玩具にも夢中になり、その収
集や調査には研究者的な一面をも発揮し
ました。後年、こういった研究が、昔話

絵本を描く要因の一つになっているよう
だ、ともいっています。中国を題材にし
た絵本もたくさん描いていますが、その
一冊一冊に、考証の確かさ、中国文化へ
の造詣の深さをみることができます。そ
して何よりも、そこには、中国の大地と
そこに暮らす人々への、義父の深い愛情
が込められているように思えます。

画家・赤羽末吉を育んでくれた、愛し
てやまない大陸の地で一生を終えるつも
りでいた義父は、敗戦後、自分は侵略者
のひとりに過ぎなかった、と気づき、愕
然とします。そして、中国の人々に対す
る自責の念と、大人でありながら戦争を
止められなかった責任を一生背負い続け
たのです。「二度と戦争を起こさせてはい
けない。世界の子どもたちが、絵本を通じ
て他国の文化を理解しあうこと、それが
平和を築くことに繋がる」義父の絵本に
は、そのような強い思いが込められてい
ます。と同時に、絵本を描くこと、絵本
を描くことで子どもたちと語らうこと
を、存分に楽しんでいたのだと思います。
渾身の力をこめて描いた絵本を、子ども
たちが無造作に手に取って、心から楽し
いと思ってくれる、それが赤羽末吉の一
番の望みだったのではないでしょうか。」

 （窪田有希子）

5 年目を迎えた支援会員制度、今回の
報告会には支援会員をはじめ、一般の来
館者も含め約80名がご参加くださいまし
た。2015年度の活動と昨年夏にオープン
した「トットちゃん広場」の映像に続き、
ちひろ美術館友の会のころから会員の海
老名香葉子さんに記念講演をしていただ
きました。その一部をご紹介します。
「私は昭和 8 年、東京本所の江戸和竿の

職人の家に生まれました。下町情緒たっ
ぷりで隣近所
ととても仲が
よく、助けた
り助けられた
り。兄 3 人と
弟 1 人。遊び
に行くときは
いつも弟をお
んぶして。そ
んな暮らしの

なか、戦争がはじまりました。祖母は国
防婦人会の副会長、私は軍国少女でし
た。戦争が激しくなり、私は沼津に疎開
しました。出発の朝、母がお守りを私の
首にかけてくれて、『かよちゃん、あん
たは、明るくて元気で強い子だから、大
丈夫よね。いつも笑顔でいるのよ』っ
て、ぽろぽろ泣いたんです。幼い弟は自
分の大事なメンコを私にくれました。そ
して 3 月10日、うちは三男の兄をのぞい
て家族 6 人、親族18人がみんな火の海の
なかで死んでしまいました。たった 2 時
間で10万人が亡くなったんです。

空襲前のことで思い出すのはクリスマ
ス。居間に豆電球をたくさん飾って、プ
レゼントは丸善の包みでした。友達も呼
んで、お煮しめに豆ごはん、楽しくてう
れしくて。家には本がたくさんありまし
た。何の本を読んだのかまったく思い出
せなかったんですが、子どもを持ち、絵

本を読んでやっていて、あら、と思う
と、たいてい母が読んでくれたものでし
た。『マッチ売りの少女』とか、『小公
女』とか。耳から入って、心のなかにず
っとあったものなんですね。親の愛がな
んといっても一番です。だから私はいつ
も、子どもたちにも、お弟子さんたちに
も、いざとなったら、私がついてるよ、
と言っています。

ひとつのいのちが助かり、そのいのち
に、子が生まれ、孫ができました。いの
ちを大切に生きなきゃいけないと、歳を
重ねて、なおさらのように感じます。＊」

最後に理事長の山田洋次が「こういう
時間をみなさんと共有する、そのために
こそ、この美術館はあるのだし、これか
らも役に立つ美術館でありつづけたいと
思っています。」と謝辞を述べ、閉会と
なりました。

 （徳永美幸）

●活動報告

11月27日（日）　支援会員の日 活動報告と記念講演

2016年11月26日（土） 赤羽茂乃講演会「赤羽末吉のみた中国大陸」

海老名香葉子 平和への願い

旧満州・新京（現・長春）の自
宅にて

『スーホの白い馬』大塚勇三・再話（福音館書店）より　1967年

＊ 海老名香葉子さんは2005年に寛永寺・上野公園に慰霊碑を自費で建立され、毎年 3 月 9 日に「悲しみの東京大空襲の慰霊、時忘れじの集い」を主催。
また全国、海外にも出向かれて、東京大空襲を語り継ぎ、平和を祈る活動とともに、「平和への思い」を精力的に発信し続けています。



美術館
日記

ひとこと
ふたこと
みこと

2016年10月4日（火）
近所に住んでます。自転車で月一回
のペースで来館。ゆっくり館内を
巡ってちひろ作品と対話するのが
心の癒しになっています。（H･K）
11月5日（土）
北海道から来ました。庭がとても
すてきでした。ほとんどの花が、
春に家の庭に咲く花でした。ちひ
ろさんと好きな花が似ているのか
な、と思うとうれしくなりまし
た。 （北海道のちいちゃん）
12月10日（土）
入院されていたちひろさんが、絶
筆に描いたのもあかちゃんの絵と
知って、子どもをテーマに長年描
き続けてらした彼女らしい、と感
じた。ちひろさんの絵や平和の祈
りが、世界に広がり続けてほしい
と願う。 （Chie）

12月21日（水）
小学 6 年のとき初めてちひろさん
の絵を知りました。出会いは担任
の先生がクラスのみんなに貸して
くれたトットちゃんの本。クラス
のほとんどが（女子中心）読んで
いました。毎年のカレンダーを飾
りはじめて35年。若いころには感
じ取れなかったちひろさんの思い
を今日は感じ、思いを共有できま
した。また来ますね。 （悦子）
〔「赤羽末吉・中国とモンゴルの大地」展〕

11月12日（土）
小学校のころに読んだ『スーホの
白い馬』の風景が忘れられず、6 年
前の夏、モンゴルへと向かいまし
た。ただただ広い草原と、信じら
れないほど速く走る馬たちのこと
は、今でもはっきりと思い出せま
す。そこに暮らす人々や満天の星

空は、私の悩みを吹き飛ばしてく
れました。この絵本がなければ、
モンゴルに行くことも大きな感動
を得ることもありませんした。感
謝でいっぱいです。 （杉並区 K･F）
2017年1月3日（火）
1930年代から1940年代という時代
に、透明な心と目をもって、モン
ゴルと中国の自然、風土、民族を
このような形で残された日本人が
いた、ということに感動しまし
た。アジアの歴史に残る、貴重な
文化遺産だと思います。
1月14日（土）
何回も涙を流しながら読んだ『ス
ーホの白い馬』。ゆったりと間がと
られた絵により、物語の静けさ、奥
深さが強く刻印されていました。
赤羽さんの息づかいや思いを感じ
胸が熱くなりました。（明峯惇子）

2016年11月6日（日）
展示最終日。「Kawaii・ちひろ
展」の出品作品で行った「ちひろ
のどの絵がいちばんかわいい？」
の投票第 1 位は、1,102票中356票
獲得で「おつむてんてん」となっ
た。選んだ理由は「 9 番目の孫に
似ているから」（64歳女性）、「も
うこんなことできるよ、といって
いるみたい」（ 8 歳女の子）、など。
11月8日（水）
展覧会「ちひ
ろ・冬のしつ
らえ」にあわ
せ、絵本カフ
ェでは自家製ライ麦パン、ミート
ボールと根菜のシチューに、冬野
菜のマリネを添えたセットメニュ
ーをスタート。
11月13日（日）
冨田めぐみさん（ＮＰＯ法人赤ちゃん

からのアートフレ

ンドシップ協会代

表理事）を講師
に迎え、乳幼
児と保護者を
対象に「あか
ち ゃ ん 鑑 賞
会」を開催。発達に応じた鑑賞の
ヒントや美術館の楽しみかたを紹
介すると「子どもの反応をキャッ
チすることで、大人がかえって興
味を持てた」（ 0 、2 歳児の母）、
「疑問だったあかちゃんの行動が
理解できた」（ 0 歳児の父）などの
うれしい感想をいただく。
12月5日（月）
「ピエゾグラフによる『窓ぎわの
トットちゃん』展」に、当時の小
学校の机や椅子、オルガン、ラン
ドセルや文房具など懐かしい品々
を展示する。会期中にはここで

「海のものと山のもの」のお弁当
ごっこも開催。トットちゃんの世
界をぜひ楽しんでもらいたい。
12月15日（木）
5 月に参加したAFCCアジア児童
コンテンツフェスティバル（シン
ガポール）が縁で、事務局の方が
シンガポールでアートやデザイン
を学ぶ学生23名を伴ってご来館。
12月22日（木）
開館40・20周年を記念し、ホームペ
ージをリニューアルすることに。
本日は事業を委託する会社の担当
者と 3 時間かけてじっくりと意見
交換。2017年 7 月を乞うご期待。
2017年1月11日（水）
前庭に咲く越前水仙が豊かな香り
で来館者をお迎え。2009年、ちひ
ろゆかりの福井県から寄贈されて
以来、花が少なくなるこの季節に
可憐な彩りを添えてくれている。

昨年12月23日の国連総会で「核兵器禁
止条約に向けた交渉を2017年に開始する
よう求める決議案」が採決されました。
これは、メキシコやオーストリアなど核
兵器を持たない56か国が、10月の国連総
会第一委員会（軍縮）に提案し、賛成
123か国、反対38か国、棄権16か国で採
択されて総会に上がったものです。

日本は、この提案に同委員会でも総会
でも反対をしましたが、日本の反対票に
は国内外で、「日本にはがっかりさせら
れた」という声が多く聞かれました。被
爆国として、広島、長崎のヒバクシャを
中心に核廃絶運動の先頭に立ってきた日

本が、なぜ「核兵器禁止条約に向けた交
渉開始」という動きに賛成しないのか。
本当に、恥ずかしい態度です。

同じ国連総会では、他方で、日本がア
メリカなどとともに提案した「核兵器の
全面的廃絶に向けた新たな決意の下での
共同行動」の決議案が、賛成多数で採択
されています。ふたつの決議案は、一見
違いがよくわかりませんが、要は核を持
つ国やその傘下で守られていると自認す
る国にとって、前者は都合が悪いという
ことでしょう。

故・井上ひさしさんは、生前、核兵器の
北半球の偏在に触れ、「非核兵器地帯は、

東南アジア、アフリカに拡がっている」。
さらに冷戦下で非核に関する条約が成立
していた「ラテンアメリカ、南太平洋を加
えるなら、南極を含む南半球全体が非核兵
器地帯という光明に照らされている」と
し、「断乎たる南半球諸国の行動は北半球
へも好ましい影響を及ぼして、いまでは大
気圏外の宇宙も、海底も非核兵器地帯に
なっている」と語りました。壮大で希望に
あふれた話と思っていましたが、今回のメ
キシコ、オーストリア、エジプト、南アフ
リカや中南米、東南アジアの国々からの具
体行動とその検証を、という決議案は、絵
空事でない希望の実現を見る思いです。

窓 「核なき世界へ　希望の実現」
竹迫祐子（公財）いわさきちひろ記念事業団事務局長

5

おつむてんてん
1971年



●次回展示予定 2017年5月19日（金）～8月20日（日）〈開館40周年記念Ⅱ〉
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●展示室1・2・多目的ギャラリー　他

安曇野ちひろ美術館
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No.83
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ＩＳＳＮ １８８４−７７３０

毎月第２・４土曜日
１１：００～
参加自由、入館料のみ

●おはなしの会 ●ギャラリートーク
毎月第２・４土曜日
参加自由、入館料のみ
１４：００～ちひろ展
１４：３０～世界の絵本画家展または企画展

●次回展示予定　2015年9月26日（土）～11月30日（月）

ちひろの代表作「ぶどうを持つ少
女」。本展では、「ちひろの紫」「横
顔のシルエット」「帽子のおしゃ
れ」など、５つのテーマからこの
作品の魅力とちひろの表現を紹介
します。

いわさきちひろ
ぶどうを持つ少女　１９７３年

詳細・最新情報はホームページからもご覧いただけます。　http://www.chihiro.jp/　TEL. ０２６１－６２－０７７２　FAX ０２６１－６２－０７７４
  https://www.facebook.com/chihiro.azumino

安曇野ちひろ美術館　イベント予定　各イベントの予約・お問い合わせは、安曇野ちひろ美術館へ。

〈展示室1・2〉ちひろを語るこの一点
　　　　　　　「ぶどうを持つ少女」の魅力

〈展示室4〉〈企画展〉『はしれ、トト！』 조  은  영 の絵本づくり展
チョ ウン ヨン

韓国の絵本画家チョ・ウンヨンは、デ
ビュー作『はしれ、トト！』で、馬が好
きな少女の競馬場での一日を描き、ブラ
ティスラヴァ世界絵本原画展グランプリ
に輝きました。本展では、絵本原画とと
もに、制作過程の資料を展示し、画家の
大胆な絵本づくりを紹介します。
チョ・ウンヨン（韓国）『はしれ、トト』（文化出
版局）より　２０１０年（個人蔵）

〈展示室3〉ちひろ美術館コレクション １０人の絵本画家 １０の絵本づくり
〈展示室2〉ちひろの人生　　〈展示室5〉絵本の歴史

●近隣市町村入館無料デー
９月１３日（日）白馬村・小谷村　村民入館無料デー

●敬老の日
９月２１日（月・祝）は、６５歳以上の方は入館料無料となります。

図２　佐藤卓　チロリアン五人衆・立体　２００６年

図７　いわさきちひろ×佐藤卓＝バナー　２０１４年

いわさきちひろ×佐藤卓の実験室

佐藤卓のデザイン採集

＊図１、２、３、７、８は、２０１４年にちひろ美術館・東京で
開催された展覧会での写真です。

図９　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図８　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図６　いわさきちひろ
 ひまわりとあかちゃん　１９７１年

図３　佐藤卓　千鳥屋　チロリアン　１９９７年

●夜のミュージアム
８月２９日（土）は、２１：００まで開館。浴衣でご来館の方には、カフェ
でドリンクをサービス。当日は、「すずむしの里クリスタルシンフォ
ニー」も開催され、安曇野ちひろ公園では、すずむし採り（無料）が
行われます。（１９：００～雨天延期）

●朝のミュージアム
７月１９日（日）、２０日（月・祝）限定で、８：００からの特別に開館しま
す。絵本カフェも８：００からオープン。「朝のおはなしの会」（９：００
～）では、絵本の読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●2016夏トットちゃんの広場オープン・プレイベント
２０１５年は『窓ぎわのトットちゃん』のエピソードに
ちなんだプレイベントを毎日開催します。参加者限
定のスタンプラリーも行っています。

○全国のトットちゃん大集合
８月９日は黒柳徹子館長の誕生日です。全国のテツコさん、テツコ
ちゃんは、安曇野ちひろ美術館に集合！来館してくださった“トット
ちゃん”には、プレゼントをご用意します。
日　時：８月９日（日）

○トットちゃんの肝だめし
夏休みにお寺で「肝だめし」をしたトットちゃん。夜の安曇野ちひろ
公園で初の「肝だめし」をします。この日は、夜のミュージアムのた
め、２１：００までの開館です。
日　時：８月２９日（土）１９：３０までに安曇野ちひろ美術館エントランス集合

○鉄道ファンあつまれ！　電車特別見学会Ⅱ
改修工事中のトットちゃんの電車の教室を、特別に見せていただきま
す。
日　時：９月２２日（火・祝）１３：００～１５：００
会　場：安曇野ちひろ美術館　正面入口に集合

●展示関連イベント
　いわさきちひろ×佐藤 卓＝展ワークショップ
展覧会に関連し、ちひろの絵とコラボレーションするワークショップ
を開催。期間中、地元・松川中学校の中学生ボランティアによる、安
曇野ちひろ美術館ガイドツアーも行います。

○ちひろの絵と箱（ハコ）ラボレーション
中学生ボランティアと一緒に、オリジナルの箱を
立体キャンバスに見立て、ちひろの絵と「何か」を
組み合わせたコラボレーション作品をつくります。
日　時：７月２９日（水）～８月１６日（日）
参加費：５００円（入館料別）
定　員：１日３回　各回１０名（先着順）

○ちひろの線とコラボレーション
佐藤卓が選んだちひろの「線」をもとに、自由に描いてみましょう！
投稿作品のなかから選ばれた作品を、美術館に展示します。
日　時：７月１７日（金）～９月２３日（水・祝）
参加費：無料（入館料別）

ワークショップ作品のイメージ

図１　佐藤卓　明治おいしい牛乳　２００１年

佐藤卓が選んだちひろの絵

図５　いわさきちひろ
 葛温泉・高瀬川で遊ぶ子どもたち　１９５６年

図４　いわさきちひろ
 ブランコと子どもたち　１９７１年

●松川中学校　図書委員による絵本の読み聞かせ
松川中学校の図書委員が、館内で、絵本の読み聞かせを行います。
日　時：８月１日（土）、４日（火）、６日（木）、９日（日）
　　　　各日①１２：３０～　②１３：３０～

８月は休まず開館します。（８/８土～８/１６日は、１８：００まで開館延長）

〈企画展〉高畑勲がつくるちひろ展 〈企画展〉奈良美智がつくる
ようこそ！ちひろの絵のなかへ 茂田井武展　夢の旅人

古今東西の美術や文学に通
じ、アニメーションづくり
の第一線で活躍してきた高
畑勲は、ちひろを「子ども
の尊厳をとらえた稀有な画
家」と評し、その作品から
創作のインスピレーション
を得てきたといいます。高
畑の審美眼を通して、ちひ
ろの絵の魅力を新発見し、
これまでにない演出でちひ
ろの絵の世界を‘体感’して
いただきます。

「茂田井武の美意識は生活のな
かに息づき、それゆえ逆説的に
崇高だ。彼の絵のなかには西洋
も東洋もなく、ただ純粋な魂だ
けがある。」と語るアーティス
ト・奈良美智が、茂田井の展覧
会をつくります。欧州放浪のな
かで描いた画帳「Paris の破片」
や絵物語「夢の絵本」など、時
代を超えて奈良の心に響く、茂
田井武の作品をご覧ください。

いわさきちひろ　帽子の少女　1970年 茂田井武　絵物語「夢の絵本」より　1948年

8 月24日（木）～11月 5 日（日） 　　   〈開館40周年記念Ⅲ〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　ちひろの詩

うた

 ―絵は詩のように―／〈企画展〉奇喜怪快　井上洋介の絵本展
11月 8 日（水）～2018年 1 月31日（水）〈開館40周年記念Ⅳ〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　ちひろの歩み／〈企画展〉日本の絵本100年の歩み

2017年展示予定
展覧会名、会期等は予告なく変
更することがございます。

宇 ちひろ通信_東京_表面東京 CMYK

INFORMATION

〒177-0042　東京都練馬区下石神井4-7-2　テレホンガイド03-3995-3001 TEL.03-3995-0612  Fax 03-3995-0680

まるごとちひろ美術館　－世界で最初の絵本美術館－
１９７７年に世界初の絵本美術館として東京・練馬のちひろの自宅跡地に開館した
ちひろ美術館・東京（当時はいわさきちひろ絵本美術館）。ちひろの作品から
始まったコレクションは、エリック・カールの「おんどり」を第１号に世界各
国の優れた絵本画家たちの作品も収集されるようになり、現在約２６７５０点を数
えています。本展では、選りすぐりのコレクションのほか、内藤廣による建築、
３７年の歩みなど、さまざまな角度から“まるごと”ちひろ美術館を紹介します。

美術館だより　No.190   発行2015年7月21日

CONTENTS 〈展示紹介〉非戦７０年　ちひろ・平和への願い／〈企画展〉日ブラジル外交関係樹立１２０周年　旅する芸術家　ホジェ
ル・メロ展…許距
〈活動報告〉ちひろを訪ねる中国の旅／ママさん弁護士と語る　子どもの未来と憲法…鋸
ひとことふたことみこと／美術館日記／窓「アジアのなかの日本－シンガポールAFCCに参加して」…漁

ちひろ美術館・東京イベント予定 http://www.chihiro.jp/   https://www.facebook.com/chihiro.tokyo
各イベントの予約・お問合わせは、ちひろ美術館・東京イベント係へ。イベント参加費のほか、別途入館料が必要です（高校生以下は無料）。
※イベント申し込みは、先着順です。また、参加費が記載されていないイベントは無料です。TEL．０３－３９９５－０６１２ E-mail chihiro@gol.com

エリック・カール（アメリカ）
おんどり　１９８５年

●わらべうたあそび
○日　時：９月５日（土）１１：００～１１：４０
○講　師：服部雅子（西東京市もぐらの会代表、はとさん文庫主宰）
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月５日（水）受付開始

●次回展示予定　10月28日（水）～2016年1月31日（日）

いわさきちひろ
小鳥と少女　１９７１年

●水彩のにじみでキーホルダーをつくろう
ちひろが得意とした技法を使って、キーホルダーをつくります。
○日　時：８月２３日（日）１０：３０～（当日受付１０：００～、最終受付１５：００）
○対　象：５歳～大人　　○定　員：先着７０名　　○参加費：３００円

●「メロ＆ボッサ」（出演：臼田道成）
ホジェル・メロの絵に囲まれながら、ボサノ
ヴァ弾き語りライブでブラジル気分を満喫し
ませんか？東京大学文学部美術史学科卒の臼
田さん。ブラジルの風土や、絵や音楽の楽し
み方についてお話しいただきます。
○日　時：９月５日（土）１７：３０～１９：００
○定　員：５０名
○対　象：１０歳～大人
○参加費：１０００円
　要申し込み８月５日（水）受付開始

〈展示関連イベント〉

臼田道成

戦後７０年の節目の年に、ジブリのアニメー
ション映画監督である高畑勲が、ちひろや自
身の作品を通して、平和への思いを語ります。
『火垂るの墓』と『戦火のなかの子どもたち』
の知られざるエピソードなどもお話しします。
○日　時：９月２７日（日）１５：００～１６：３０
○講　師：高畑勲（アニメーション映画監督：
スタジオジブリ所属、当財団評議員）
○定　員：６０名
○参加費：５００円　要申し込み８月２７日（木）受付開始

●非戦７０年記念　高畑勲講演会
　「いわさきちひろの絵が語るもの」

高畑勲

●親子で楽しむ夏休みクラフト＆トイフェスタ
おもちゃコンサルタントによる講座やワークシ 
ョップから、おもちゃの体験コーナー、あかち 
ゃんの広場まで、一日たっぷり遊べます。夏休
みの思い出づくりに、親子でご参加ください！
○日　時：８月１０日（月）１０：３０－１６：３０
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部、日本
グッド・トイ委員会
○参加費：イベントごとに異なります。詳細は
ＨＰでご確認ください。

ハニカムペーパー
参考画像

●ファースト　ミュージアム　デー
子どもたちが人生で初めて訪れる美術館として親しんでいただけるよ
うに、親子対象の館内ツアーを開催します。人生の節目に当館を思い
出せるような、記憶に残る１日をお過ごしください。
○日　時：９月１３日（日）１５：００～１５：４０
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月１３日（木）受付開始

●おもちゃの広場
○日　時：１０月４日（日）１０：３０～１２：００
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部
○対　象：３才以上の未就学児と保護者
○定　員：１０組２０名　要申し込み９月４日（金）受付開始

〈参加自由、無料のイベント〉

８月８日はちひろの命日。一人息子である松本猛が、ちひろの平和へ
の思いや、家族だけが知る画家の素顔や思い出、作品にまつわるエピ
ソードなどをお話しします。

○協　力：ねりま子どもと本ネットワーク

●ギャラリートーク 毎月第１・３土曜日　１４：００～

●えほんのじかん 　毎月第２・４土曜日　１１：００～

●松本猛ギャラリートーク ８月８日（土）１４：００～

●親業講演会
　「－今日から実践できる－子どもに気持ちが伝わる話し方」
親の気持ち、話していますか？子どもの気持ち、聞いていますか？
信頼に満ちた親子関係を築くための方法をお伝えします。あかちゃん
から思春期まで、お子さんの年齢は問いません。
○日　時：１０月１５日（木）１０：３０～１２：３０
○講　師：田中満智子（親業訓練協会認定インストラクター）
○定　員：３５名※託児はありませんが、お子さま連れの参加も可。
○参加費：５００円　要申し込み　９月１５日（火）受付開始
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毎月第 2 ・ 4 土曜日　11：00～
●えほんのじかん

アンデルセンの生まれた国・デンマークを中心に、
北欧の子どもの本の歴史や最新動向などをお話し
します。
○日　時： 4 月15日（土）15：00～16：30
○講　師：福井信子（東海大学文学部北欧学科教授）
○定　員：60名
　　　　　要申し込み　 3 月15日（水）受付開始
○参加費：700円

●講演会「北欧の子どもの本」

〈展示関連イベント〉

イブ・スパング・オルセン
『つきのぼうや』（福音館書店）より　1975年
© Ib Spang Olsen by Medialynx Japan

生前のオルセンと長らく交流のあった講師が、
展覧会の見どころをお話しします。
○日　時： 3 月11日（土）14：00～15：00
○講　師：穂積保
　　　　　（子どもの本ＷＡＶＥ代表）
○参加自由、無料

●イブ・スパング・オルセン展　ギャラリートーク ○日　時： 4 月 1 日（土）11：00～11：40
○講　師：服部雅子
（西東京市もぐらの会代表、はとさん文庫主宰）
○対　象： 0 ～ 2 歳までの乳幼児と保護者
○定　員：15組30名
　　　　　要申し込み 3 月 1 日（水）受付開始

●わらべうたあそび

〈参加自由、無料のイベント〉

ちひろの息子である松本猛が、作品にまつわるエピソードなどをお話
しします。
○日　時： 3 月12日（日）14：00～
○講　師：松本猛（絵本学会会長・ちひろ美術館常任顧問）

●松本猛ギャラリートーク

毎月第 1 ・ 3 土曜日　14：00～
●ギャラリートーク

「ちひろの庭」や展示室で、ちひろが愛し
た草花などのエピソードを紹介します。
○日　時： 3 月26日（日）14：00～14：30

●ガーデントーク　ちひろの庭の花めぐり

CONTENTS

美術館だより　No.196　2017年2月20日

ちひろと世界の絵本画家コレクション わたしのアンデルセン…❷／〈企画展〉デンマークの心 イブ・スパング・オルセンの絵本…❸
〈活動報告〉赤羽茂乃講演会／支援会員の日　海老名香葉子記念講演…❹
ひとことふたことみこと／美術館日記／窓「核なき世界へ　希望の実現」…❺

月曜休館（祝日は開館、翌平日休館。ＧＷは無休）
臨時休館日：3 ／21（火）、4 ／12（水）、5 ／16（火）～ 5 ／18（木）

●3月～5月の開館情報
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○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月５日（水）受付開始

●次回展示予定　10月28日（水）～2016年1月31日（日）

いわさきちひろ
小鳥と少女　１９７１年

●水彩のにじみでキーホルダーをつくろう
ちひろが得意とした技法を使って、キーホルダーをつくります。
○日　時：８月２３日（日）１０：３０～（当日受付１０：００～、最終受付１５：００）
○対　象：５歳～大人　　○定　員：先着７０名　　○参加費：３００円

●「メロ＆ボッサ」（出演：臼田道成）
ホジェル・メロの絵に囲まれながら、ボサノ
ヴァ弾き語りライブでブラジル気分を満喫し
ませんか？東京大学文学部美術史学科卒の臼
田さん。ブラジルの風土や、絵や音楽の楽し
み方についてお話しいただきます。
○日　時：９月５日（土）１７：３０～１９：００
○定　員：５０名
○対　象：１０歳～大人
○参加費：１０００円
　要申し込み８月５日（水）受付開始

〈展示関連イベント〉

臼田道成

戦後７０年の節目の年に、ジブリのアニメー
ション映画監督である高畑勲が、ちひろや自
身の作品を通して、平和への思いを語ります。
『火垂るの墓』と『戦火のなかの子どもたち』
の知られざるエピソードなどもお話しします。
○日　時：９月２７日（日）１５：００～１６：３０
○講　師：高畑勲（アニメーション映画監督：
スタジオジブリ所属、当財団評議員）
○定　員：６０名
○参加費：５００円　要申し込み８月２７日（木）受付開始

●非戦７０年記念　高畑勲講演会
　「いわさきちひろの絵が語るもの」

高畑勲

●親子で楽しむ夏休みクラフト＆トイフェスタ
おもちゃコンサルタントによる講座やワークシ 
ョップから、おもちゃの体験コーナー、あかち 
ゃんの広場まで、一日たっぷり遊べます。夏休
みの思い出づくりに、親子でご参加ください！
○日　時：８月１０日（月）１０：３０－１６：３０
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部、日本
グッド・トイ委員会
○参加費：イベントごとに異なります。詳細は
ＨＰでご確認ください。

ハニカムペーパー
参考画像

●ファースト　ミュージアム　デー
子どもたちが人生で初めて訪れる美術館として親しんでいただけるよ
うに、親子対象の館内ツアーを開催します。人生の節目に当館を思い
出せるような、記憶に残る１日をお過ごしください。
○日　時：９月１３日（日）１５：００～１５：４０
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月１３日（木）受付開始

●おもちゃの広場
○日　時：１０月４日（日）１０：３０～１２：００
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部
○対　象：３才以上の未就学児と保護者
○定　員：１０組２０名　要申し込み９月４日（金）受付開始

〈参加自由、無料のイベント〉

８月８日はちひろの命日。一人息子である松本猛が、ちひろの平和へ
の思いや、家族だけが知る画家の素顔や思い出、作品にまつわるエピ
ソードなどをお話しします。

○協　力：ねりま子どもと本ネットワーク

●ギャラリートーク 毎月第１・３土曜日　１４：００～

●えほんのじかん 　毎月第２・４土曜日　１１：００～

●松本猛ギャラリートーク ８月８日（土）１４：００～

●親業講演会
　「－今日から実践できる－子どもに気持ちが伝わる話し方」
親の気持ち、話していますか？子どもの気持ち、聞いていますか？
信頼に満ちた親子関係を築くための方法をお伝えします。あかちゃん
から思春期まで、お子さんの年齢は問いません。
○日　時：１０月１５日（木）１０：３０～１２：３０
○講　師：田中満智子（親業訓練協会認定インストラクター）
○定　員：３５名※託児はありませんが、お子さま連れの参加も可。
○参加費：５００円　要申し込み　９月１５日（火）受付開始


